
校訓：質実 敬愛 勤勉 

 

学校スローガン：誇り高く夢を道しるべに 凜と煌めくなりたい自分をつくる 
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２学期始業式 式辞 

 
 みなさんおはようございます。 

今年の夏も記録的な猛暑が続いていますが、皆さんにとっての夏休みはどんなものだ

ったでしょう。普段以上に自由な時間があり、やりたいこともできて充実していたこと

と思います。 

そうした中、４０度に迫る気温にあって、部活動に励んでいる姿には感動を覚えまし

た。部活動以外にも、家族の役割をしっかり果たした、学習や読書にいそしんだ。など、

自分なりに頑張ったものがあることでしょう。そのことを他の人から認められなくて

も、自分で価値づけることが大事です。 

さて、２学期には、むらさき祭という大きなイベントを始め、様々な行事があります。

自分なりに目標をもって、精一杯取り組んで楽しみましょう。その際、自らが主体性を

もって一生懸命に取り組むことや、仲間と連携、協力しながら必死で頑張る、創り上げ

ていくことを通して、他人やものから与えられるものではない、自らがつくり出す充実

感という喜び、楽しさを感じてほしいと思います。 

まだまだ暑い日が続きますが、気候も次第に過ごしやすくなり、農作物や果物など実

りの時季を迎えます。人も同様に、これまで頑張ってきたことが成果となって現れてき

ます。物事の成果が現れるには、すぐに結果に結びつくものもありますが、大体が時間

をかけて、努力の量を積み重ねていくことを通して、臨界点とも言うべきある域に達し

てはじめて現れます。物質で例えれば、水は、１００度に達すると、液体から水蒸気と

いう気体になり、０度になれば氷という固体になります。１００や０と言ったはっきり

した数値があれば、それを目ざして頑張れますが、能力開発の場合、どれだけ頑張れば

いいのか未定で、くじけそうになることもあるでしょう。その時こそ試されていると辛

抱して、努力を止めないことが重要です。そうすればきっと辛抱という、棒に成果の花

が咲きます。 

また、物質、水であれば液体が気体や固体と、ある一つの相から他の相へ変化するこ

と相転移と言います。人に置き換えれば、目標や夢の実現に向けて、努力を続けていけ

ば、同じ自分でありながら、精神的にも人間的にも大きく成長して、他の人はもちろん

家族や自分さえ想像もしなかった「未見の我」が現れ、成長、変化していくことでしょ

う。 

まずは、日々の生活の中で基本的な礼儀・マナーを大切に、挨拶、掃除ができる立派

な大人、社会人をめざして生活していきましょう。 

裏面に続く 



チャレンジ目標：時を守り 場を清め 礼を正す 

学校経営方針 「仁慈・研鑽」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 下に紹介するやなせたかし氏と暢の夫婦をモデルした、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「あんぱん」
が大変人気を博しています。 
人はとかく他人よりできるだけ早く有名に、お金持ちに、偉くなりたいと思いがちですが、そ

うではない生き方の素晴らしさを感じます。 

 

 

 

 

 

 

日 曜 内    容 

 7 日 全商英語検定 

19 金 専門委員会 

22 月 英単語テスト週間 

26 金 むらさき祭① 

27 土 むらさき祭② 

28 日 全商情報処理検定 

29 月 振替休日 

いい本は人生を豊かにしてくれる 

大盛況のオープンスクール 

 

９月 主な行事 

 

『やなせたかし 明日をひらく言葉』  PHP研究所編  PHP文庫 

アンパンマンの作者の９０年に及ぶ人生を基にした、短い言葉による人生

訓と解説からできています。肩ひじ張らないながら、一本筋の通った生き方、

考え方に多くの学び、気づきがあります。お説教ぽくなく、気軽に読めなが

ら、深い味わいがあります。気持ちが軽くなるとともに、自分を信じて誠実

に、その時々のことに直向きに取り組むことの重要性を感じました。 

 ２学期が始まります。最も長い学期であり、
様々な多くの行事もあります。生徒たちにとっ
ては、同じ日課の繰り返しではなく、変化があ
り楽しく盛り上がりのある日々が送れること
でしょう。主体的に関わり、充実した思い出を
つくってほしいと思います。ただ、行事がある
と気持ちの重心が上がり、日々やらなくてはな
らない事がおろそかになる面もあり、適宜様子
を見られて声掛けをお願いします。 
 

令和８年度の入学希望者向けのオープンスクールを、第１回目７月１９日（土）と第２回目

８月２３日（土）に開催しました。今年度の参加者人数は、一昨年度より飛躍的に増加した昨年

度をさらに大幅に上回る参加者がありました。嬉しいかぎりの大盛況でした。 

各学科の教職員とボランティアの学科生徒が協力しながら運営を行いました。参加した中学

生の感想には、想像していた以上に素晴らしかったとあり、本校の魅力や学科の特色が十分に

伝わったと感じています。一人でも多くの中学生が、本校を選んでくれることを期待していま

す。 


